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１　職場体験充実のための留意事項

①　職場体験の基本的な考え方
・子ども・若者に自らの将来を考えさせるためには、学校内における教育活動だけでなく、具体

的に多様な年齢、立場の人や社会や職業にかかわる様々な現場を通して、自己と社会の双方に
ついての多様な気付きや発見を経験させることが効果的である。

・職場体験活動は、毎年繰り返されて行われている活動であるが、生徒にとってはその都度新鮮
な体験となることを踏まえ、生徒の実態に即した創造性ある実践が求められる。

・実践に際しては、職場体験のねらいや目的を明確にし、生き方の指導を含めた事前・事後指導
の充実、5日間の職場体験の実施等における質的向上を図る職場体験実施計画の立案が重要と
なる。

・職場体験の実践においては、保護者、体験先（事業所等）、職場体験支援組織等との連携や条
件の整備が必要不可欠である。そして、各教科書、教育活動全体との関連を意図して計画的、
系統的に実施されることが望ましい。

・中学校での職場体験が、上級学校におけるインターンシップや将来への職業意識の向上につな
がることを意図した教育活動となるよう、上級学校との連携も求められる。

（出典：文部科学省「中学校キャリア教育の手引き」2011 年3 月）

【各学校の職場体験のねらい（例）】

（資料出所：文部科学省「中学校キャリア教育の手引き」2011年3月）

②　職場体験実施計画の基本
・職場体験のねらいは、各学校の状況によって様々である。そのねらいを基盤にして、学校の教

育活動への位置付け（実施学年、日程等）、地域性（体験先との連携）、事前・事後指導等を考
慮し、実施計画を立案することが重要である。

・職場体験活動を一過性のものに終わらせるのではなく、将来の夢や職業、働くことなど、自分
の生き方について考えることができるよう、キャリア発達を促進するという視点から3年間を
見通した体系的な実施計画を立てて、実践していくことが望まれる。

（出典：文部科学省「中学校キャリア教育の手引き」2011 年3 月）
【職場体験の運営にかかわるポイント】

（資料出所：文部科学省「中学校キャリア教育の手引き」2011年3月）
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③　事前指導・事後指導
（効果）
・職場体験活動を実施した効果としては、勤労観・職業観の芽生えによる職業や働くことへの関
心が高まったことや、前向きに自己の将来を設計することができること、自らの意思と責任に
よる進路選択ができること、積極的に人間関係を形成しようとする雰囲気が高まったことなど
が挙げられている。これらの効果は、職場体験活動実施期間中だけでなく、事前・事後におけ
る指導の充実により得られるものである。

（方策）
・職場体験活動の事前指導では、特に生徒がその意義やねらいを十分に理解し、自分なりに目標
をもって臨むことができるように指導することが大切である。

・事前指導は、事前学習と事前準備（直前の準備）とに分けて考えられる。
・事前学習では、職場体験のねらいを明確にし、自己の課題を発見することが重要である。
・事前学習において、事後の学習の内容を理解しておくことも大切である。事後指導では、生徒
にとってお互いの体験が共有できるようにしたり、働くことの意義などを振り返り、再考し、
明確化できるようにしたりして、指導内容・方法を工夫して進めることが重要であるが、事前
学習が浅ければ、事後学習も浅くならざるを得ず、その後の学習へのインパクトも小さくなっ
てしまう。このことから、事前学習を充実させることが職場体験の充実につながるとともに、
キャリア教育の取組全体の充実につながっていく。

（出典：文部科学省「中学校キャリア教育の手引き」2011年3月）

【事前指導と事後指導のポイント（実施学年を2年次とした場合）】
〇事前指導

（資料出所：文部科学省「中学校キャリア教育の手引き」2011年3月）
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〇事後指導

（資料出所：文部科学省「中学校キャリア教育の手引き」2011年3月）

２　職場体験を成功させるために生徒が理解すべきこと

事前・実施中・事後
①　職場体験の目的と自分の課題
②　体験及び体験先（受入れ事業所）の情報
③　健康管理や安全管理上の配慮

３　職場体験を成功させるために生徒が実践すべきこと

事前・実施中・事後
①　社会性やマナーの観点
②　健康管理・安全配慮の観点

４　職場体験実施担当者が理解し、実践すべきこと

事前・実施中・事後
①　生徒指導の観点
②　体験先・地域との関係性の観点
③　家庭・保護者との関係性の観点
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